
親子ドア施工説明書 (ケーシングタイプ・三次元丁番)

はじめに

※荷物が到着いたしましたら、直ちにキズの有無を確認してください。
   運送中に発生したキズ等がございましたら、運送業者から事故証明を
   とり、商品に添えて仕入先へお申し出ください。

※製造上の問題があれば、施工前に仕入先へお申し出ください。

《施工後は当社では責任を負いかねます。》     

※斜線部分は現場にて

加工願います。

※縦枠は必ず、下端をカットして施工してください。

枠組立用ガイドホール（2穴）が半貫通加工となります。

使用時に上部半貫通穴を貫通加工してください。

親子ドア　寸法図

横断面図
縦断面図

※縦枠の長さ（2,043mm）は現場の納まりにあわせてカットしてください。

部品リスト
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部品表（組立前に必ずご確認ください。）

No.

①

②

③

④

⑤

⑥

数量

2

1

2

1

14

4

　　　　　名　称

縦枠（丁番付）

横枠

戸当たり（縦枠用）

パッキン付戸当たり（横枠用）

枠組ビス・固定用ビス

ログナット

(a)

(b)

(c)

(d)

1

1

1式

1

親ドア本体

子ドア本体

ケーシング

ハンドル・錠セット

■施工手順

1

2

下図に従い縦枠と横枠を枠組ビスで固定しフレームを作り

ます。
縦枠上部の半貫通穴を裏面より貫通させてから横枠を固定

してください。

フレームを柱間に入れます。
※さげふり・水準器を用い水平垂直を出しねじり等がない事を確認し

ながら、縦枠の取り付け用穴へ枠組ビスで固定してください。

※この際タイコ・ツヅミが出ないように特に注意してください。

※子フランス落し用受金具の穴加工を下図位置してください。

（子ドアに同梱）

沓摺り使用しない

（H : 2,024㍉）

3

＊注意　ドア表面に養生テープを貼らないでください。
※指図は左側のドアの施工例となります。

扉の吊込

１．上側の扉金具の軸を引っ張り、下側の扉金具の軸

を下側の枠金具の軸受けへ差し込みます。

２．上側の軸を軸受けの位置に合わせて、扉金具の軸

を放します。

３．上側の軸受けを軸が隠れるまで下ろし、隙間を隠

します。

４．扉を開閉し、作動を確認します。
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⑥

戸当たりとケーシングを右図1.2に従い取り付けてください。
※木工用ボンドと針釘を併用して取り付けてください。

※縦枠の長さ（2,043mm）は現場の納まりにあわせてカットしてください。

⑥ログナット

⑤枠組ビス

※穴の向きに注意して下さい

②

※枠や扉の吊り込み状態によっては左記寸法でうまく納まらない

　場合もありますので、必ず吊り込まれた建具合わせにて位置の

　確認を行って下さい。

DW430 5

24.5
462.5

縦枠

・戸当たりの足の外側へ下図のように接着剤を塗布してください。

接着剤

接着剤

（接着剤は現場調達です。）

※取り付けの際、横枠面を始めに叩き込み、次に、縦枠面を叩き込んでください。

・パッキン付戸当たりを横枠へ、パッキン無し戸当たりは

　ラッチ受け側、縦枠に取りけしてください。

※はみ出した接着剤は拭取りしてください。

※戸当たりは、かい木等使用し,直接ハンマーなどで叩き込まないでください。

※接着剤は必ず使用してください。使用する接着剤は樹脂＆木製品接着可能
（F4、又はノンホルムタイプ）をご使用ください。（現場調達）

※戸当たりは図2のように横勝ちで取付けてください。

図2
横枠

パッキン付戸当たり
縦

枠

※

鴨居

ログナットの穴が組み立てビスに合わない場合
ドライバーにて下図のように直してください。

ログナット

現場カット

A

縦枠と鴨居の固定は下図の
要領にて固定して下さい。

ケーシング ケーシング

(パッキン無し)戸当たり

縦
枠

図1
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＋ドライバー

電動ドライバー

手回しドライバー

ラッチ受

ラッチ調整
ラッチの掛かりが悪かったり逆に

ガタついたりする場合は、右図の

要領にてラッチ受けにて調整して

ください。

建て付け調整
※建付け調整は必ず、手回しドライバー（NO:2

サイズ）を使用してください。

※電動ドライバーは、使用しないでください。

扉の調整

上下調整（出荷時より±2mm）

①　下側の枠金具のキャップを外します。

②　プラスドライバーで調整ネジ　 を調整します。

③　調整が終わったら上側の軸受けを下ろし、隙間を隠します。

④　外したキャップを取り付けます。

左右調整（出荷時より±2mm）

①　固定ネジ　を緩め調整ネジ　 にて位置を調整します。

②　固定ネジ　を締めます。

B

B

前後調整（出荷時より±1.5mm）

①　固定ネジ　を緩め調整ネジ　 にて位置を調整します。

②　固定ネジ　を締めます。

B

B

C

A
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⇔
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↑フロント板センターより
１５ミリ程度下に下がっています。

上

下

扉の吊り込み時に上下を
御確認下さい。

レバーハンドルの取り付け

ハンドルの取り付けの際は、
同梱の取り付け説明書を参照して下さい。

200mm

200mm

(1)必要な長さにカット

召合塞ぎ材を扉上部
から10ｍｍ残し、
必要長さにカット
してください。

(2)ベース部材をネジ止め

塞ぎ材ベース部材を
下図ピッチでネジ
止めしてください。

(3)カバー部材の取り付け

カバー部材に接着剤を
右図のように塗布し、
ベース部材に取り付け
てください。

子ドア
子ドア

子ドア

扉上部から10mmは
残してください。
戸当りに干渉します。

TiGRAN

縦
枠

戸当たり（パッキン無）

＊召合塞ぎ材の取付け (扉に同梱) ※戸当たり側に取付けしてください。

召合塞ぎ材

※枠や扉の吊り込み状態によっては左記寸法でうまく納まらない

　場合もありますので、必ず吊り込まれた建具に合わせて位置の

　確認を行って下さい。
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（上側） （下側）
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移動
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